
 
令和５年度全国学⼒・学習状況調査について 

 
 
１ 調査結果について 

・国語 
  ・算数 

◎ 国語・算数の正答率は、全国・千葉県平均に届いていない。 
 
２ 成果と課題 
 ⑴ 国語 
   説明⽂の内容を理解して、適切な説明を選択する問題は、正答率が⾼い。しかし、

同じ問題でも、条件を読み取って「学校の⽶作りの問題点とその解決⽅法について記
述する問題は、正答率が低い。 

 
⑵ 算数 

５脚の椅⼦を重ねたときの⾼さを求める問題は、全員が正答することができた。ま
た、椅⼦の数が２倍になっても、⾼さは２倍になっていないことについて、表の数を
使って書く問題も、正答率がとても⾼い。しかし、切って開いた三⾓形を正三⾓形に
するために、テープを切る時のＡの⾓の⼤きさを書く問題や、テープを直線で切って
できた⼆つの三⾓形の⾯積の⼤⼩について分かることを選び、選んだわけを書く問題
は、正答率が低い。 

 
３ 調査結果から 
  国語においては、選択式問題では６割から９割の正答率なのに対し、短答式では約５

割、記述式では２割から５割の正答率である。また算数においては、選択式の問題では
正答率が３割から６割の正答率なのに対し、短答式では、三⾓形の問題以外は６割から
全員正解までおり、記述式でも三⾓形の問題以外は３割から５割の正答率である。 

 
４ 今後の取り組み 
 ⑴ 引き続き、国語科で校内授業研究を⾏い、全学年の国語科の授業で並⾏読書を奨励

することで、児童の読解⼒の向上を図る。 
 ⑵ 今後も、国語の要約や抜き書き、算数の単元で学習した知識を応⽤して解く問題な

ど、児童が苦⼿とする設問を解答できる⼒が⾝に付くよう、低学年より系統⽴てて指
導を重ねていく。 


